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発刊にあたって

このたび桝準試聴掛からの情報を 「吉崎だよりJ として年4回程度でほありますが皆さん方

におとどけすることといたしました。

「吉崎疋より J の「吉晴」は，当場内所在地の地名をとったものでありますが本誌はその

第1号であります。

林葉拭輔岨は本県のS保体林業の現耕をみながら，また林草にたづきわっておられる皆さん

方のご章且を聞きながら，テーマを選ぴ試験研究を進めているのでありますが その過程で設

はその結果。皆さんにな知っていてもらいたいことミや主おすすめしたい技楠・を紹介しお世

にたちたいと思い本誌の賛行を計画した次第であηます。

本直なご昌見ご要望をうけたまわりながら皆さんから 2待たれるどより s にしてまいりたい

とイ手じております .

昭和57年8月 休業以験峨i企図骨 和夫

スギカミキリの生態と被害及びその対策

西村正史

昭和田年5月28，NHKが鉄映した「森は死んでゆく Jが，林業開帳者に大きなンヨフク

を与えl と〈に最近，スギカミキ，)の被害が大きいことから マアノザイセンチュウとともに

森林保護側"1におけるもっとも重要な諜園町ーっとなっています.林業民職場では，この問題

の車事件を考え，昭和白年度より調査， 研究を行っていますので，今までに得られた成果をも

とに，この害虫の生態，防障の方法等について紹介しでみたいと思います.

1.スギカミキリとはどんな虫か
c，令" μ

この害虫1;10，翰主面白(ー帽に11，甲虫類といわれている仲間)カミキリムン科に属する昆虫
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で スギ。ヒノキを主に加害c，本県に
おける生活史は，図 lに示すとおりで・

す。この虫は!その一生の大部分を木の

中で過すので，主L遣がこの虫を野外で直

接見ることのできる期間i丸成虫が噛宮

木より脱出する 3月下旬から副帥鴨T

する 5月下旬にかけでて・す。そして，最

も盛んに脱出する時期は4月中旬ですが

3 月の~j.晶と深い関係があり。高けれ1;

早くなる掴向があり ます。

この成虫iム全体が舗ないしは!A¥褐色
日 ゐL 凶

をしており 触角や脚は赤側色で，姐に

は貧禍色町粧が4つある約2閣の大きさ

の虫です。佳l主主位に比較して触1"が短い

ので。簡単に区別できます(写真 1 )。

この虫は，スギ休内で見つけることが

離しいといわれてきましたが。日除ない

しは物障にひそむ習性がありますので¥

スギの鮮の地滑に近いところてヘ樹皮が

め〈れている内側を捜せI!，容易に見つ

けることができます。この虫も，他の甲
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国 1 ，常山脇におけるスギカミキリの生活史

+や僻僻 件 4棒 鋼勝

回一 2，被害却の外郎形態ごとの内邸の変色及び〈
されの削合

{左は 制帽の23年主主の林分右は細人の"年生の林分}
仁コ 変色のみ
- 腐れが組削れる
ー+ー 脱出孔のみ
→+脱出孔の附辺に他Z裂が生じて 鷺が取る伺
+件引込判官Tしているもの

虫と同樺，りっぱな置を持っていますが 州仲 拳き込みが不十分で "舗が官畠L引、るもの

飛ぶことは普手で。そん世に遣くまでは飛びません。極端~Jl!告には，同じ木に 20日間もいた

たものが観察きれでいます。

雌 l顕あたりの産卵散は。雌の大きさにもよりますがl凹-140個です。卵は約3聞の細長い

形をしており，樹皮のわれ目，さけ目等に産みつけられでいます。20日間ぐらい経つと卵から

幼虫になって，樹皮を捕方向に宜い進んて・行くのですが，その聞に多数の幼虫が樹脂にまかれ

て死んでもL まいます。生き暗った幼虫は，その後，飯も栄養豊富~eん皮部等を不思則に宜い

遭んで行き，どんどん大き くなってゆきます。 7月下旬になると辺材舗に穴をあけて入りこみ
，l;.H? ~H 

蝿室を作ります。秋になると。その場所で蝿から成虫へと脱皮し。そのままの状態で越冬しま

す。そして，次の年の容になると，入口にあともどり しで，今度，.樹皮にだ円形の穴(写真一2)

をあけで脱出します。

ところが，なかには変わり者もいて，師室で幼虫のままで，何も宜べないで1年聞を過した

あと成虫になって次の年の容，すなわち 1年亜れで脱出するものもいますロ
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2 被害Uどのようなものか

彼容をうけた年には，外から見とだけ

では正常会場合とほとんど区別でき ませ

んがI 幼虫、によって食害されたところに

は，揖がぎっ Lりとつま つでいます。そ

れがスギの生長にとも(;い，外に押し出

されていくわけですが。世帯されたとこ

ろも，それと並行Lてしだいに巻き込ま

れていきます。その過曜においで各種の

木材腐朽薗が慢入しで?材剖が甘され，
国-3. スギカミキ ')によるスギの被~:!P"~分布

-I'J内の以ぃ部分が被害事を示 t-

宜色し.Lだいに腐れが生じるようになηます。箸Lい場合には。その大部分が空洞{ニ(;るこ

ともあります。今までの剖宜桔燥により ますと。もっとも♀いもので，被害を畳けでから 5年

目に腐れが生じております.この材内に生Uる変色や腐れこそが，木材町村用価値を著し〈畦

下させているのです。

スギカミキリによっで被害をうけたところは 年と ともにその形が変わり。被害柿内には

いろいろな形のものが見られます(写真一2.4.5.6)。そこで，外からみた被害形態によって内

部の状態，すなわち，変色しでいるかあるいは腐れが生じているかを調べたところ，蛮色はす

べでの被害部に措生しており，腐れの劃告は，外の被害形態の進行にともない噌加しているこ

とがわかりま Lた(図-2)0 n揺れの生じるような被害は，幹町下の方ばかりでな く，上の方に
もあり，樹高の6割ないしは7害IJ程度の高さまで及ぶこともわかりました。

したがって 1本のスギにスギカミキリ lこよる被害が多世亮見された場合は。そのスギの内

師はほぼ間違いなく腐れが生じていると判断してよいと思います。

3 本県におげる被警の実腫

よく知られているよう に，本県遣林の大部分iまスギで市められていますので，どれ〈らいの

被曹があるかというこ とは，非常に重要なことです。昭和田年と56年に県下74か所で悶宜した

桔県によりますと。県東部では被害事が高く，県闘部.特に小矢部，高岡地区では非常に低い

というこ左がわかりま した(図-3)。 本県舟スギ造林相特置から，この結果は，タテヤマスギ

がスギカミ キリに弱<，ポカスギがそれ仁強いということを示Lていると思います。

Lかし ながら， タテヤマスギが県内どとでも弱いかというと， 必ずしもそうて可まありません.

標耐の典主る 3つの地区でI それぞれ10か所のスギ林分の被曹率を調べたところ，係市の布い

立山町戸時寺!大山町出地区では，それぞれ16.0%.12.7%であり，標高の抵い林袋拭験渇J国

辺地区では。 39.4%て'ありました。このよ う主事例は，他県の翻査でも明らかにされでいます。

4 防陣Uどうすればよいか

スギ林でスギカミ キリを防障する確実会方法は，現在 全力をあげで研宮中でありますが
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現時点での有効な方法は次のとおりです。

その1 被害木はイえ倒後，た疋ちに皮をはき'とるのが島も有効な方法です。はぎと った皮は

その湯に放置Lても何ら問題はありません。はく皮ができない場合には。スミチオノ系の油剤

を散布して〈ださい。これらの古訟は!幼虫、を対象にしているので 5月下旬から 7月下旬ま

でに行ってください。

その2 成虫は!幹の上を上下に動いたり，歩いて隣灯の木に移ることが多いので 4月中

旬に併の下の方(地陪より 1m <"らいまでの範I国)にスミチオ/乳釘目。O~5凶{告を散布 L てく

疋さい。すべての木に行なうのがよいのです拭 今までに被害をうけた木を見つけて!その周辺

の木を含めて散布するだけでも十分効果があηます。

その3 脱出する成虫、を阻止するために.成虫の脱出する前の3月下旬に!樹幹にスミチオ

ン乳斉羽田~500倍を散布しでく ださいc

その4 若齢幼虫を吋象に 5月下旬jから 6月l匂に，幹にスミチオン乳剤旧聞-5回世を散布"

しでください。静に。幹からヤニが大量に流出しているよヲなスギ(写真 3 )は，重点的に

行ってください。

員後に 里山地帽では 造林後7年印後でスギカミキけの被害が発生L，その後，急に捕え

る色特]カ~~，められていますので，そのよう寺林齢に注した林分は 必ず被害の有無を絹べ対

策を講ずるように Lましょう。

1議

写真し
写真 2， 
写共 3， 

写良一4
写真一 5
写真 6 

スギカミキリ成虫(左が雄 右が雌!線分は 1，四の長きを示す)
成長iの脱出孔
若齢幼虫の食容によって流出した
樹脂

スギカミキリによる外部の被害
スギカミキ')による外出の被害
被害をうけてか勺数年経過した
場合の内部の状態で変色してい
る例(矢印は川室を示し。線分
は長さIc皿を示す)
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